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中国製チェーンソー CH25型の披動，騒音，出力特・性， 燃料消費率を翻定して. {也の中国製

チェーンソー及びわが菌でよく使われているチ品一ンソァと比較した。その結果，次の ζ とが判

っTこ。

(1)掻勤加速度は後ハンドJレイ上下方向の植が飛び抜けて大きく，最大 15.9gが測定された。

この櫨は中菌製チ品ーンソーの振動加速度 17.3g (Y J4型，前ハンドル・上下方向，鋸断時，

4000 rpm)よりは小さいが，余り差は無いといえる。

( 2 )前ハンドノレー後ハンドル共fC金属がそのままむき出しにされており，防振ゴムによるカバ

ーが望ましい。また，訪援構造も改良することにより振動の抵下が可能と思える。

( 4 )騒管ば最大 112dBでわが国で後われているチェーンソ…よりおよそ 3-9dB大きい。マ

フラーの改良が望ましい。

( 5 )出力特性は数値的にはわが潤の問クラスのチ品ンソーと変わらないが，館料?商霊堂塁容が高い

ζ とから考えて，気化器の改良が望ましい。

I はじめに

中間で使われているチ品一ンソーは大きく分けると，高把式と低把式の 2種類fC分け各れる。

商把式は主!C北部林毘で使われており， いわゆるドルジパ型である(写真一1参照)。低把式は

主に荷部林誌で使われており，わが閣で普通に林業で壊用しているチェーンソ…と伺じである。

今回測定した宇ェ…ンソーは抵把式で比較的小型議議な機種 (CH25型)である(写真一2.

3参照)。 とのチェーンソーは西北林業機械廠で1983年11月に製造されている。表-1は CH25

裂の仕様である。また図-1. 2!まCH25型の内部構造と紡振ハンドル部の檎遣を識している。

この機種は， 1気筒 2サイク Jレ・レシプロエンジンが前後方向に配霞されたチェーンソーで，

前後一体式の防波構造を採用し，紡援ゴムは 2イ蕗で前ハンドJレの両端IC組み込まれており，後ハ

ンドルの後械はコイルパネを使った減探器を介して本体と接続されている。前後ハンドル共にゴ

ムの被覆はなく金属のままである。また点火系統には CDIを採用している。ソーチェーンの給

油は自動式で，ノーズローラと墨型スプロケットを採用している。安全装慢であるハンドガード
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やチ品ーンブレーキは取り付けられていない。また，俊われている部品はソーチェーン以外すべ

て中国製であった。

中簡では主lζ小桂木の伐倒・校払い・玉切り等lζ使われている。

写真一1 中間製チ且ーンソー051型(潟把式，藤井総縫氏擬影)

写真一2 CH25型の外観(左側j茄〉
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2lj:~-3 CH25型の外線(右側溜〉

出

51
図-1 CH25裂チ品ンソーの檎造(取扱説明議より)
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128 

随一2 CH25毅チ品ンソーの防援ハンドル部の構造(取扱説明言察より)
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表 1 CH25の{士総(取扱説明識はり)

項沼 仕様

よミさ x$liixil':jさ

*f.本 Cr;iGn築)
形式
訪1:気捻

1勾筏x1f絞
J王絡比
気化総

点火方式
点火栓
始動方式
動力{公述方式

燥大ば:l力
15分効ヰt

燃料iM者本

混合比
タンク議lU

チぷーンオイ Jレ

タンク ~fit

給対iプ1式
ソーチぷーンピッチ
チェーンjili皮
カ刷、イドノイー

380 x 245 x 232 mm 

5.5kg 

祭J令2サイクル lシリング

50 cc 
40X40問問

8.0 
Q3~Qダイヤフラム式
ブライホイールマグネット:CDI方式

4118担. I別節目 0.8- 1111111 

ワコイルスタータ

1'3動主主心クラッチ

3 ps/8000 rpm 
2胃5ps/7500 rpm 
450gr/開・ h

ガソリン 20 :オa イル 1 

580 cc 

52・10.冬・ 6オイル
300 cc 

1'3銀j

3/8インチ

15111/日
40 cm 

E 方 法 と結果

今回測定した内容は，振動特性，騒音特性，出力特性(馬力とトルク)，燃料iltj:Dli;終である。

披露U:チェ…ンソーの振動特性を，オペレータが乎で機械を保持し，レーシング及び鍛断の状

態で，チ zーンソーのハンドル部の披動加速度を制定した。この測定方法はわが協でのチ品ーン

ソー腕格を定めた公の綴勤測定方法にほぼ準拠している。

測定に使用した加速度ピックアップは，ピエゾタイフ。でプリアンプ内j鼠裂のもので，出カコー

1，'の揺れによる影響を受けず，また外部ノイズにも強い。ピックアップはチェーンソ…の前ハン

ドノレと後ハンドノレの把持者fl近くに悶く締め付け

たスチールバンドに 3方向取り付けベ…スを使

って 3，個ずつ，百十 6{協を取り付けた。 3方向と

は，前後方向，上下方向，左右方向であるが，

~ílハンドル・後ハンドノレそれぞれハンドル方向

と合せてあるので，左右方向以外，前ハンドル

と後ハンドノレとでは測定方向は一致しない(悶

-3参P.{u。 ピックアップの俗芸3・は泣綜部を経

てデータレコードに送られ， FM~芝íìm後 5 チャ

ンネノレ何時に記録される。

測定時は，オペレータがで水平にチェーン

ソーを保持して，レ…シング時 3000rpm""gOOO 

山寸「LJJJ己f
l11欄 A

問中 Fヰ
在有1がl

高:jハンドル

関-3 j波動測定時の方向



rpmまで 1000rpm毎i乙7穏類の回転数で無負荷運転し，銀断時lまブナの試験材を 5四五切りし

た。レーシング時の間転数調節はオペレータがチ且ーンソーの点火プラグから取り出した指号で

エンジン間転数を表示する計器を見ながら行ない，記録者はピックアップの暗号を FFTアナラ

イザーでそニターして，所定の関紙数に主主した時のデータを磁気テープIC.記録した。

鍛断1I告はオペレータはチェーンソーをほぼ水平にかまえて，最適鋸断状態になるようにスロッ

トノレを調節しながら，スパイクは使わずガイ Fパーの中心にブナの試験材を当て，真磁ぐ下lζ押

し下げながら切った。データは，切り始めや切り終りの不定常な時そdけて，ガイドパーが半分

以上試験材・に隠れた1Iをからソーチェーンが試験材の下かち郎を出すまでのデータを記録した。試

験材は金属性の梨合l乙闘定し，銀i折!時lと不j羽i惑に動かないようにした。チ且ーンソーはあらかじ

めウォーミングアップそ行ない，燃料・チェーンオイ Jレモ満タンにしてから実験を開始した。鉱

閉?に使用した材はブナの角材で， )去葉樹のうちでも比較的硬い材である。試験材はrjJ30 cm. 

さ20cm{と製材された角材である。

収捺したデータは，後臼 1チャンネル俗に再生し，

FFTアナライザーにより周波数分析をした。

各測定モードのデータは約 2.3秒間の3JZ均依ぞ測定紡来とした。最終的には各チャンネノレ・各

制点・冬測定モード俗l乙， 8，，-，1000 Hzの1/3オクターブバンド中心珂波数に対応する加速度続22

i闘が得られた。

そして，振動測定結果の各測定方向の最大級をレーシング時と鍛断時についてまとめたのが，

2と閲-4である。

これらの図表から判るように， 6方向中では，後ハンドノレ・上下方向の加速成がレーシンク

鰐断11寺共に最大である。予想ではシリンダーが水平に配設されており，ピストンが前後方向に詑

るので，この方向の加速度が一番大きくなるだろうと思われた。しかし全ての制定モー

ドで後ハンド Jレ・上下方向が最大振動加速度を示していることから考えて，披勤加速度が大きか

ったのは防掠構造に翻るからと思われる。最大綴勤加速度は，レーシング 9000rpmと6000rpm 

で15.9g (後ハンドル・上下方向) である。また，最小依はレーシング 3000r・pmで0.8g (後

ハンドル・左右方向)，鍛tfr持で1.3 g (的ハンドル・友右向)である。なお， 6方向とも，

113オクターブノインドフィ Jレターを過して
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CH25の綴動q守役(方n.iili皮.g) 

(手持ち)
表2

後ハンドル

iIIi後方向上下方向ね右方向
前ハンドノレ

前後方向上下方向友お方向

レーシング 3000rpm 
レーシング 4000rpm 
レーシング 5000rpm 
レーシング 6000rpm 
レーシング 7000rpm 
レーシング 8000rpm 
レーシング 9000rpm 

自
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エンジンの回転数の増加に伴って振動加速度も増加する

領向にあるが， 6000 rpmと8000rpmの2カ訪?に最大披

動加速度 15.9gが見られた。また，現:{:E我が閣のチェ

ーンソー規格で定められている振動加速度規制倣 3gを

超える植は，前ハンドJレと後ノ、ンドノレ会ての方向で測定

された。特It後ハンドJレ・上下方向では全ての測定モー

ドで3gを超える植が総定された。

録音:騒音の測定は綴鱗測定とは別の機会に野外でほ

ぼ詞条件で行った。つまり測定時は，オペレータが手で

水平にチェーンソーを保持して，レーシング時 3000rpm 

"，9000 rpmまで 1000rpm f惑に 7総額の回転数で終負荷

運転し，鶴断u寺はブナの試験材を4田五切りした。レー

シング時の回転数調節はオペレータがチェーンソ…の点

火プラグから取り出した信号でエンジン自転数を表示す

る計器を晃ながら行ない，記録者はピックアップの摺号を FFTアナライザーでモニターして，

所定の回転数に逃した!待のデータを寵接解軒した。測定はオペレータのお耳元(等主主-4参照)

でチ品ーンソーのマフラかち約 70cmの距離に，マイクロホンをチェーンソーの方に向けてへノレ

メットに取り付けて行った。測定結果は表… 3，題一 5の通りである。

レーシング持は回転数の増加に連れて騒音も大きくなっており， 5000 rpmですでに 100dBを

超えている。最大値は 9000rpmで107.7dBである。 鋸断i待は 110dB 1背後の憾で最大織は 112

dBである。鋸新時の方が，レーシング時より騒音が大きい。

表 3 CH25の綴資特性
〈オベレータの耳元〉

鰯
抑
開
銀
鉱

93.3 
97.8 
101.0 
102.0 
105.9 
106.5 
107.7 

112.0 

110.2 
108.0 
112.0 
111.4 

測定値 (dB)

レーシング 3000rpm 
レーシング 4000rpm 
レーシング 5000rpm 
レーシング 6000rpm 
レーシング 7000rpm 
レーシング 8000rpm 
レーシンクー 9000rpm 

1回悶
2回目
3回目
4回目

〈最大値〉

態

断

断

断

新

状

(dお)

110 

100 

115 

105 

95 

騒

点
目

9自
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2 9000 8000 70自由開鴎500O 4O0日

@] 5 C
川MH
 

CH25裂の騒音(レーシングと鍛断4回，オベレータの耳元〉

鍛数 (rpm)tほ間ンジンエ

図-5
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出力:このチ ι ーンソーの出力特性を知るために効力試験機を使ってトノレクを測定し，

出力を計算したα 測定時の糸{円1はチェ…ンソ一本体からソーチェーン，ガイドパー， i.~心クラッ

チを取り外し，アタッチメントを使ってエンジン/ll:JJ 役目立桜動力試験機に伝えた。制定結果は~1

-6， 7と 4， 5の巡りである。この閣と2えから判るようにトルクはエンジンの回転数が上

がるにつれて低下している。 また修正納1:11力はこにンジン剖転数 7500rpmまでは地加し， それ以

後はほ1ごしている。最大出力は 2.43 PSj7500 rpmである。

燃料j持政務::ll:1J試験に使j討した効力試験機を能って 5000rpmから 9000rpm まで 500rpm 

表 5 CB25のレーシング時の出
表4 CH25のレーシングi時の カ特性 ま受6 CH25のレーシング11寺の

出力特性 (車I~ トルク出力) 燃料ilfj従来

(修正事llil:ilカ) (パヘチェーン盗心クラッチII悲し) (パー，チ£ーン，主主心クラッチ燃し)

回i転数(rpm) 1努力 (P8) 間紙数(rpm) トルク (kg.m) 叩iTi数(rpm) gr/ps' h 

5000 1.93 5000 0.28 5000 550 
5500 2.06 5500 0.27 5500 525 
6000 2.24 6000 0.27 6000 505 
6500 2.34 6500 0.26 6500 495 
7000 2.41 7000 0.25 7000 505 
7500 2.43 7500 0.23 7500 525 
8000 2.40 8000 0.22 8000 575 
8500 2.35 8500 0.20 8500 600 
臼000 2.32 9000 0.17 9000 598 

i設 大 2.43 j設 大 イ直 0.28 i絞 大 495 

(gr/ps.h) 
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58自
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関-8 (ilii心クラッチ，ソーチ品ーン，ガイドパー無し
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俗lこ撚料消Dl率を測定した。測定結采は者一 6.恕i…8の通りで，結果は l応力当り. 1時間当

りの燃料立法で表示しである。 これらから判るように. 5000 rpmから削紙数が上がるにつ

れて燃料消は低 下 し 6500rpmで最小値 495gr/PS. h になり，それ以後は燃料m 終が地加

している。

車考 娯

以上の結果について他のや ェーンソ…と比較してみると次の通りである。 7 I立瀧ヌド

の報告から同じほ把式のチェーンソーについて抜粋したものである。

j援助については前ハンドノレしか比較できないが， アイドリングJ1をは 3000rpmと比較すれば

CH25 ~砲は Y.T 4， CY 5型と悶じか少し大きい俄である。 レーシング 6000rpmでは Y.T4型が

表7 他の同型式のrjJ[鶏製チェーンソーの振動加速度と{七様。

YJ4型鍛動方日i密度 (g) CY5製振動加速度 Cg)

t-JIJ' 前ハンドル
状 態

前後方向 上下方向 ti.お方向

アイドソング 手持ち 1.2 
レーシング 6000rpm 5.6 
総 断 4000rpm 7.1 

{ほ把裂の中I~製のチェーンソーの仕機(~t.な項目のみ)

殺J 君子 YJ4現 ICY5担

エンジン 2サイクル l気筒 I2サイクル l気筒
排気低 78.5cc I 88.6 cc 
出力 4hp/6000 rpm I 5 hp/6000 rpm 
燃料消費盤 1450gr/hp・h I 550 gr /hp . h 
キャプレター ダイヤフラム孟巳 ダイヤブラム主に

点火方式マグネット式 iマグネット式
チふーン主sI:tI 14.35 m/日 15.3 m/s 
境線 9kg 11O.5kg 

(/:主) 19761ド10月中際経林部泌鋭機織I{JドF)J.illiJ従

通達8 気筒チぷーンソーの振動特性(加速度.g) 

(手持ち)

前ハンドル 後ハンドル

1.4 
7‘8 
11.2 

状 態 I iiI政方向上下方向友お方向 前後方向上下方向友;{5ブ':iiaJ

レーシンク 3000rpm 2.3 0.6 0.4 。‘9 2.6 0.6 
レーシング 4000rpm 2.3 1.3 1.0 1.1 2.6 0.8 
レーシング 5000rpm 2.3 2.9 2.3 1.3 2.9 0.7 
レーシング 6000rpm 2.3 3.2 3.6 1.6 2.0 0.8 
レーシング 7000rpm 5.1 3.6 2.6 1.6 2.6 1.4 
レーシング日000rpm 6.4 4.1 2.3 3.6 4町6 2.9 
レーシング 9000rpm 2.9 7.2 2.6 6.4 5.7 4.1 

ltl 断 I la 1::1 3.2 
2‘9 

2.3 1.8 2.D D.9 
鍛 断 2 luJ 1='1 3.2 2.9 2.3 1.8 2.D D.9 
鋭 断 3 間 1=1 !J.l 2.3 2.6 2.6 1.8 

f& 大 6.4 7骨2 3向6 6.!J 5.7 tj .1 

0.6 
5.6 
12.2 

議大{自

2.6 
2.6 
2.9 
3.6 
5.1 
6.4 
7.2 

:3.2 
3.2 
4.1 

7.2 
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CH25 I盟よりかなり大きい純である。 CY5製は上下方向を|徐いて大きい縦であるが，上下方向

では少し小さい憾である。銀i即時は CH25型が約 2----7g小さい俄である。

出力については，排気tr1:が迎うためIT'i峻比較できないが，排気抵 1000cc当りの馬力に換し

るど.CH25 ~担 60. PS /ι. YJ 4 I¥'lが50.9PS /.eまた CY5裂が56.4PS /.eとなり.CH25 

2授が一都 1000cc ~りの15力は大念い。 次にj訟大島力当りの木{本主宣まを計算してみると， CH25 

型が1.83 kgf/PS， Y J 4裂が2.25 kgf/PS， CY 5却が2.1kgf/PSとなり， CH25裂が一帯/ふさ

な{はで綴れている。

燃料ii1i 終については. CH25型は YJ4却と同じであり CY5型より 100gr/ps. h少なし、

今回比絞!と使用した数自立はいずれも1976年10月現夜のものであり，チ且ーンソーの製造時期と

しては 8 年以上のi;~がある。このことから考えて， CH25裂は出力性能の向上が見られるものの

[狩服役械や燃料消終では CY5説!と余り去がられなし、

次にわが悶で使われているチェ…ンソーと比較してみよう。

総本が1984年に今IElとほぼi河じ測定方法で 60ccクラスの 1気1:1j2サイクノレエンジンをivJ後方

向に水平に舵註したチェーンソ…のt反動測定のが千束が，表…8である2)。 元の表は鍛助長j述D!そ

dBャゴ3沢しであるが.，Lトi況の比較のために際助主IJ:Iili皮 g/こ換算した。この表と表-2を比較す

袋9 tド気筒チぷーンソー騒まま特性
(オベレータの耳元〉

状態

レーシング
レーシング
レーシング
レーシング
レーシング
レーシング
レーシング

録保rr

開紙数(rpm)

3000 
4000 
5000 
6000 
7000 
8000 
9000 

測定綴(dB)

89‘0 
93.0 
97.0 
99.0 
101.0 
102.0 
105.0 

103.。

ると前ハンドノレ・前後方向では CH25裂の方が振動が

少ない場合が多い。しかし他の 5方向ではほとんどの

場合 CH25lliの方が援助が大きい。特に後ハンド Jレ・

上下方向では CH25~監の扱動は約 2----3 倍の大きさ

である。

については山脇編「林業機械化ハンドブックf

やの11l~負荷 11寺におけるエンジン1m総数と騒音レベソレと

の関係の 1捌の認!から統み取った総(表-9)と比較

してみる。 ζの表と表…3から判るように， CH25裂

のガがレーシング11寺でが~ 3""，5 dB， &続断時で約 5""，9

(1波大航 105.0 dB大きい。

111&抗議「林業機械化ハンドブックj3)中の戦シワン

ダーチェーンソ -'tfl:1ì~仕機関から 50 ccクラスの数字を81用すると最大出力 3PS/ 8000 rpm.燃

料消費本 370gr/PS・h，本体没i設5.8k蕊f. 最大jお力当りの本体澄 I立1.93 kgf / PSである。

CH25型は1語大出力では同じで必り，本体設監は 300gr!t盗く，従って般大馬力当りの本体遺

が0.1kgf / PS小さいが，燃料消抜本は 80gr / PS. h多い。

IV ま と め

以上の結果をまとめると以下の通りである。

(1) i反動力11述!支は最大 15.9gが測定された。測定条件等の迎いはあるが， このfn'(は以前にわ

がjJ4に約介会れているLjllJij製チェーンソーの沿大阪助加迷!史 17.3g (YJ 4型， 凶ハンドル・上

下)jl('J，~:jiHj好l1 !j.. 4000 rpm) よりは小さいが，余り設はlm~ 、といえる。

( 2) 11士大絞助J]II.iili1立が後ハンドル・どF:JJIIljで測定された館山を考えてみると，間一 1から判

るように役ハンドルはピiご:Jjl(ijのiJllJむ'Iilhがピックアップの取り付け時に約201立仰し、てがj後ブ'J1{ilの

IJn.iili伐のを叉けら1くなったためとlぷわれる。そのh;(I2SIに後ハンドル後端にu1!われている減振

;誌がうまく働いていないからと忠われる。
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( 3 )前ハンドル・後ハンドル共に金問がそのままむき11:¥しにされており，防，限ゴ、ムによるカバ

ーが望ましい。

(4 )騒音は最大1l2dBでわが摺で技われているチ品ーンソーよりおよそ 3"，，9dB大きし、。 こ

のチ且ーンソーの?アラーを分解してみたところ， Jr1J物の箱に鉄板の蕊をつけただけのものなの

で機掛的に改良の余地が十分うかがえた。

( 5 )出力特.，性ば数総的にはわが岱!の問クラスのチェーンソーと変わらないが，試験11寺に気化器

の訊J強がうまく出来ないようになったことと，燃料f丹波率が高いことから考えて，気化器に改良

の余地が有ると思われる。

最後に，振動測定にど協力いただいた間知大学i般学部林業工学研究窓の山本 教授，後藤純

…助教伎と株式会社共立 部資氏ほか技術開発部の方々に義11礼を I!~ し上げます。

本研究の一部は諮問初日本林学会大会で口頭で発表しである。
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Resume 

We measured the vibration， noise， power and fuel consumption about the chainsaw 

(C1-125 type) made in China， and the fo¥lowing results were obtained. 

Vibration : The maximum vallle of vibration was 15. 9g in the IIp & down direction at 

the rear handle. This value is und日siralコlefor a chain日aw.

Noise : The maximum value of noise was 1l2dB in cutting. This value is about 3-9dB 

larger than nonnal type chainsaws used in Japan. 

Power : The maximum value of power was 2. 43ps at a speed of 7500rpm. This vallle 

is similar to the power of a 50cc class chainsaw in Japan. 

Fuel consumption : The minimum value is 495grjps. h at a sp巴edof 6500rpm. This 

value is 80grjps. h larger than same class chainsaws. 

Comment : Front and rear handles should be covered over by an isolation material (for・

example rubber). The anti-vibration system， especially the connect elements to the rear 

end， ShOllld be improved. The mechanism of muft1er system should be improved. The 

characteristics of carburetor should be improved. 




